そう 強情 に おぼえて いられち や あ、 とても かなわない- 

こう なれば、 はい、 はい、 申し上げます、 申し上げ ま 

す。 これ じゃあ どうも、 あなたの 方が 十手 を 持って い 

るよう です ね。 はは はは はは。 いや、 冗談 はおいて 話 

しましょう。 御 承知の 通り、 両国の 川開き は 毎年 五月 

の 二十 八日と きまって いたんで すが、 慶応の 元年の 五 

月に は 花火の 催しが ありませんでした。 つまり 世の中 

がそう ぞうしくな つたせ いで、 もう その 頃から 江戸 も 

末にな リ ましたよ」 

老人 は 昔 を傯び 顔に 話し 出した。 

ひる 

「その 二十 八日の 午過ぎでした。 いつもの 年なら わた 



「ねえさんが 番屋へ あげられた」 と、 半 七 も 団扇の 手 

を やすめた。 「なに かお 客の 引き合い じゃあね え か」 

「じゃあ、 親分さん はま だ 御存じな いんです か」 と、 

お 浪は眼 を 拭きながら 云 つ た。 

うち 

「なんにも 知らね え。 おめえ の 家に 何 かあつた のか 

え」 

「お 父つ さんがけ さ 殺され たんです よ」 

ぉ浪の 話に よると、 けさの 六ッ (午前 六 時) 前にお 

照の 家の 戸 を 軽く たたく 者が あった。 朝寝坊の 芸妓 家 

では、 台所に 近い 三 畳で 女中のお 滝が ようよう 蚊帳 を 

はずして いると ころであった。 戸 をた たく 音 を 聞きつ 



と、 新兵 衛は 刃物で 喉笛 を 切られて もう 死んで いた。 

三人 は 一度に 声 を あげて 泣き出した。 朝寝の 町 もこの 

騒ぎに おどろかされて、 近所の 人達 も だんだんに 蚯け 

あつまって 来た。 町役人から 式の 通りに 変死の 届け 

を 出して、 与力 同心 も 検視に 出張した。 

新兵 衛は 誰に どうして 殺された か、 唯 J の 証人 は 女 

中のお 滝で あるが、 彼女 は 十七の 若い 女で、 寝惚けて 

うろた 

いたのと 狼狽えて いたのと で、 もちろん 詳しい こと は 

なんにも 判らなかった。 彼女が 番屋で 申し立てた とこ 

こども 

ろに よると、 曲者 は 背の 低い 小児の ような 怪物で、 顔 

もから だ も 一面に 黒かった の を 見る と、 おそらく 裸体 



であった らしい。 起って 歩く かと 思う と、 這って ある 

いた。 その 以上に はお 滝 はなん にも 記憶に 残って いな 

いとのこと であった。 併し こんな 奇怪な あいまいな 申 

し 立て を、 係りの 役人 は 容易に ほんとうと は 受け取ら 

なかった。 お 滝 は そのままに 番屋に 止められて しまつ 

た。 

お 照 もお 浪も 無論に 調べられた。 ぉ浪は 仔細ない と 

ゆる 

認められて 一 と 先ず 釈 された が、 お 照 は 申し 口に 少し 

うろん かど 

胡乱の 廉が あると いうので、 これ も 番屋に 止められた。 

これ だけの ことが 決まった の は、 その 日 もやが て 午に 

,さ ょラじ 

近い 頃で、 月番の 行事 や 近所 の 人達が お 照の 家に 寄り 



ちゃん 

おめえ のと ころの 親父 はそんな おかしな こと を 出しぬ 

けに 云い 出したん だ。 なに か 訳が あるだろう」 

「それ は 判らな いんです が、 ただ 無闇に この 土地に い 

るの は 面白くな いと 云って …… 。 それで 姉さんと たび 

たび 暄嘩 をして いるんで す。 あたし も 中へ はいって 

困った こと もあります が、 なぜ 引っ越 すんだ か、 その 

訳が 判らな いんです もの。 良い とも 悪い とも 云いよう 

がありません」 

「おかしい な。 すると、 その 矢先に 親父が 殺されたん 

で、 姉さんが …… 。 まさかに 自分が 手 をく だし もしめ 

えが、 何 かそれ に^り 合いが ある だろうと 見込み を HE 



う。 娘のお 照 は 江戸 を 離れる のが^な のと、 もう 一 つ 

に は 情夫と 別れる のが 辛い のとで、 どうしても 行かな 

いと 駄々 を こねる。 親子 喧嘩が たびたび 続く。 その 挙 

げ 句に 新兵 衛が 何者に か 寝込み を 襲われて 殺された。 

こう 煎じ詰めて くると 男と 女と が 共謀 か、 それとも 男 

ひとりの 料簡 か、 どっちに しても その 下手人 はかの 定 

次郎 らしく 思われる のが、 誰の 眼に も 映る 暗い 影で 

あった。 それ を 正直に 白状し ないた めに、 お 照 は番屋 

に 止められた のであろう。 半 七 も その 以上に は、 差し 

当って 目 串の さしょうが なか つ た。 

唯 ここに 一 つの 疑問と して 残って いるの は、 なぜ 彼 



な 風だった そうで、 それから 二人が 小さい 声で しばら 

く 立ち話 をして、 お 父つ さん は その 六部に 幾らか やつ 

たらしい という ことです。 その後に も 日が 暮れる と、 

その 六部が ときどき たずねて 来て、 一 度 は 草鞋 をぬ い 

で 茶の間へ 上がって 来た こと も あるそう です が、 あた 

し 達 はいつ も 其の 時 はお 座敷へ 出て いたので よく 知り 

ません。 なんでも その 六部が 来る ようにな つてから、 

お 父つ さん は 田舎へ 行く と 云い 出したら しいんで すが 

…：- J 

「ふむ う。 そんな ことがあった のか」 

半 七の 眼 は 動いた。 結構 人と 評判の 高い 老人と、 な 



ぐ つ たらし か つ た。 

みずぐち 

それから 水口の 方へ まわって、 怪しい 物の はいって 

来たと いう 路 すじ を 調べて みると、 台所の 柱に 黒い 手 

の痕 のよう な ものが 小さく 薄く 残って いるの を 見つけ 

た。 半 七 は 懐ろ 紙 を とりだして 綺麗に 拭き取って、 そ 

ばに 立って いる 幸 次郎に その 紙 を そっと 見せた。 

「こり や あなんだ」 

「鍋墨の ようです ね」 

「向う 両国に 河童 は 何 軒 ある」 

「河童 は …… 」 と、 幸 次郎は 考えた。 「たしかに 一 軒 だ 

と 思 つ ています I 



「それじゃ 訳 はねえ」 と、 半 七 は ほほえんだ。 「お前 は 

これから その 小屋へ 行って、 河童 を 引き 挙げて 来い。 

だが、 まだ 少し 時刻が 早い。 商売の 邪魔 をす るの も 可 

哀 そうだから、 もうち つ と 待つ ている と 日が 暮れる だ 

ろう。 小屋の^ 場る の を 待って いて、 すぐに 河童 を あ 

げ るよ、 つに しろ」 

幸 次郎は 心得て 出て 行った。 半 七 は 茶の間へ 戻って、 

ぉ浪 にこと わ つ て 仏壇から 過去帳 を 出して 繰って みる 

と、 月の 四日のと ころに 釈寂幽 信士と 戒名が 見えた。 

新兵 衛が 両国の 川へ 毎月 放し 鰻 を するとい うの は 四日 

である。 この 四日の 仏が 新兵 衛 になに か 特別の 関係 を 



そのうちに 浅 草の 七ッ (午後 四時) がき こえた ので、 

半 七 は ともかくも ここ を 出て、 向う 両国へ まわって 幸 

次郎の 模様 を 見て 来ようと、 居 あわせた 人達に 挨拶し 

かど 

て 門 を 出る と、 陰った 空のう えから 紫の 光が さ つ とほ 

とばしって 来た。 おや、 光った なと 思う 間もなく、 大 

粒の 雨が どっと 降り出し たので、 半 七 は 舌打ち をし な 

がら 再び 内へ 引つ 返した。 

「とうとう 降つ て 来た」 

「夕立です からすぐ に 止みましょう」 と、 ぉ浪は 入口 

の 戸 を 一 枚 閉めながら 云った。 

よん どころ なしに 半 七 は 茶の間へ 戻つ て 又 坐る と、 



見えなかった。 それでも 念のために 店へ はいって 訊く 

と、 自身番の 親方 は 面目ない ような 顔 をして 答えた。 

「実は そのこと で 幸 次郎さ ん に 大変 怒ら れ まして … … _ 

な ん とも 申し訳が > J ざいません」 

「どうしたんで すね」 

「河童に 逃げられました」 と、 親方 は 額，" の 汗 を 拭いた _ 

そこに 居 あわせた 番太郎 も 小さくな つて 俯向いた。 

河童 を 取り逃がした 事情 はこうであった。 さっき 幸 

次 郎が観 世 物 小屋から 河童 を 引っ張って 来て、 この 自 

身番へ あずけて 行った。 自身番に は 店の 側に 一 種の 留 

置 場 ともいうべき 六 畳 ほどの 板の間が あ つ て、 その 太 



搔っ さらって 逃げた という ことが 判った。 その 小僧 は 

笠 を かぶ つ て 小 梅の 方角へ 行った というの を 頼りに、 

半 七 は 向島の 方へ また 急いだ。 

雨 はもう 止んだ が、 葉桜の 堤 は 暗かった。 水 戸の 屋 

敷の 門前で、 幸次郎 のぼん やりと 引つ 返して 来る のに 

出逢った。 

「どうした。 いけね え か」 

「自身番の 疝気 野郎、 飛んでも ねえ どじ を 組み やが つ 

て、 お 話に もなら ねえ」 と、 幸次郎 は^々 しそうに 云つ 

た。 「なんでも こっちの 方角へ 来たらし いんです が、 

どうしても 当りが 付かね えに は 困りました。 どうし ま 



しょう」 

「仕方が ねえ」 と、 半 七 も 溜 息をついた。 「だが、 餓鬼 

のこった。 まさかに 草鞋 を 穿く ような こと も あるめえ _ 

いずれ 何処から か 這い 出して 来る だろう。 なにしろ、 

腹が 空って 来た。 そこらで 薷麦 でも 手繰ろう」 

二人 は 堤 下へ 降りて 食い物 屋を さがした。 蜆の 看 

板 を かけた 小 料理屋 を 見つけて、 奥の 小 座敷へ 通され 

て 夕飯 を 食って いるう ちに、 萩 を 一 ぱいに 植え込んで 

あるら しい 庭先 もす つか リ 暗くな つて、 庭 も 座敷 も 藪 

蚊の 声に 占領され てし まった。 

「日が 暮れた のに 蚊い ぶし を 持って 来 や あが ら ねえ。 



「それにしても、 なぜ その 新兵 衛を 殺す 気になつ たん 

だ。 てめ えの 叔父さん は 新兵 衛に 遺恨が あるの か」 

「新兵 衛 という 奴 はお いらのお 父つ さんの 仇なん だ。 

おいら あ 其の 仇 討 を 立派に したんだ」 と、 河童 は 鍋墨 

のま だ 消え 切らない 顔に 大きい 眼 を ひらかせ、 俄かに 

肩 を そび やかした。 

「仇 討 …… 。 ほんとう か」 と、 半 七 は 少し 案外に 思つ 

た。 しかし だんだん その 話 を 聴いて みると、 これ も 一 

種 の 復謦 に は 相違なかった。 

長 吉の父 は 長左衛 門と いって、 信 州 善 光寺の &に住 

ん でいた。 お 照の 父の 新兵 衛 はむかし は 新吉 といって、 



立ち去って しまった。 

それから 十 年 ほど 経って、 長 平 は 久し振りで 故郷へ 

又 帰って くると、 嫂 はもう 死んで いた。 甥の 長 吉は両 

国の 河童に 売られた という 噂 も 聞いた。 かさねがさね 

の 一家の 悲運 を 見て、 長 平 もさす がに 心さび しくな つ 

た。 ここらで もう 料簡 を 入れ替えて、 兄 や 自分の 罪 ほ 

ろぼし に 六十 六部と な つ て 廻 国 修行の 旅に 出ようと 思 

い 立った。 彼 は 仏の 像 を 入れた 重い 笈を 背負って、 

しゃくじょう. 

錫杖 をつ いて、 信 州の 雪 を 踏み わけて 中 仙 道へ 出た。 

それから 諸国 を めぐりあるいて 江戸へ はいつ て 来たの 

は、 ことしの 花 ももう 散り かかる 三月の なかばで あつ 
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